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◆「砂糖文化を広めた長崎街道～シュガーロード～」を活かしたマイクロツーリズム促進、食料品製造業収益性向上事業 （ーは現時点で数値が未公表のもの） R5年度実施・R6年度評価
活用した
交付金等

基本
目標

政策名 施策名 事業実施課 計画認定期間 ＫＰＩ 単位
指標
タイプ

目標・実績
事業

開始前
（１年目）
R3年度

（２年目）
R4年度

（３年目）
R5年度

（４年目）
年度

（５年目）
年度

ＫＰＩ増加
分の累計

進捗
状況

総括

目標 2 2 2 6

実績 0 0 0 0

目標 326 350 350 1,026

実績 -7,852 961 - -

目標 10.0 10.0 10.0 30.0

実績 - 88 4 92

目標 3 3 4 10

実績 0 1 5 6

◆中心市街地における人の流れを生み出す効果的な導線（連続性）づくり事業 R5年度実施・R6年度評価
活用した
交付金等

基本
目標

政策名 施策名 事業実施課 計画認定期間 ＫＰＩ 単位
指標
タイプ

目標・実績
事業

開始前
（１年目）
R2年度

（２年目）
R3年度

（３年目）
R4年度

（４年目）
R5年度

（５年目）
R6年度

ＫＰＩ増加
分の累計

進捗
状況

総括

目標 23 27 45 51 60 206

実績 △ 94 △ 139 △ 47 △ 179 △ 459

目標 200 300 500 500 500 2,000

実績 475 10,923 △ 3,003 22,917 31,312

目標 1,850 2,000 3,700 9,500 19,800 36,850

実績 △ 16,370 4,827 561 15,080 4,098

目標 1 2 4 4 4 15

実績 6 7 12 12 37

目標 - 2,000 2,000 3,000 4,000 11,000

実績 - 1,000 △ 1,000 3,000 3,000

◆水と笑顔の好じゅんかん計画 R5年度実施・R6年度評価
活用した
交付金等

基本
目標

政策名 施策名 事業実施課 計画認定期間 ＫＰＩ 単位
指標
タイプ

目標・実績
事業

開始前
（１年目）
R3年度

（２年目）
R4年度

（３年目）
R5年度

（４年目）
R6年度

（５年目）
R7年度

ＫＰＩ増加
分の累計

進捗
状況

総括

目標 92.8 93.4 94.0 94.6 95.3 2.7

実績 93.7 94.2 94.8 1.6

目標 115 133 150 168 168 419

実績 1 234 119 109

目標 94,176 93,542 93,603 93,114 91,343 5,102

実績 88,527 89,754 87,802 10,071

△

KPIの「30～39歳の転入超過数」について
は、現状では目標を下回っているが、引き
続きKPIの達成に向けて事業展開を図って
いく。R6年度は、マンホールポンプ41基の
更新、マンホール監視通報装置15箇所の更
新、汚水処理施設における監視通報装置3
箇所の更新などを進めていく。

30～39歳の転入超過数 人 水準型 63

農業集落排水施設にお
ける維持管理費の削減

千円 水準型 94,176

Ｒ３．３．３０

から

Ｒ８．３．３１

汚水処理人口普及率 ％ 水準型 92.6
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付金

1

暮らしや
すさに磨
きをかけ
る

安心・快
適で自
立したま
ちづくり

下水道施設課
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○

佐賀市全体の居住者が減少している中、
「中心市街地居住者数」も、依然減少してお
り、目標と乖離している。
一方、「地価公示（標準値）の平均値」、「主
要商店街通行量」、「遊休不動産の活用物
件数」は、目標値を大きく上回り、佐賀市の
シンボルロードである中央大通りの「路線価
の平均値」も目標を達成した。
引き続き、中心市街地に都市機能（商機能
等）の誘導を進めるとともに、中央大通りに
おいては令和３年度に構築した将来像・土
地利用方針の実現に向け、民間投資喚起
策等の取組を強固にすることで、コンパクト
かつ拠点性の高い都市構造の確立を目指
していく。

中心市街地の地価公示
（標準値）の平均値

円/㎡ 水準型 105,188

中心市街地の
主要商店街通行量

人 水準型 63,150

本事業に基づく遊休不
動産の活用物件数

件 累計型 0

中央大通りの路線価の
平均値

円/㎡

Ｒ２．３．３０

から

Ｒ７．３．３１

中心市街地居住者数 人 水準型 9,083

水準型 128,000

デジタル田
園都市国家
構想交付金
（地方創生
推進タイプ）
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Ｒ３．３．３０

から

Ｒ６．３．３１

○

引き続き、KPIの達成に向けて、継続的に
シュガーロードの魅力を発信し、観光客の
増加、住民の認知度向上、関係事業者との
連携強化の取り組みを進めていく。

※観光客入込数は新型コロナウイルス感染
症が５類に移行して増加傾向にあるもの
の、R5年度は関係全市分のデータが確定し
ていないため（８市中４市未確定）暫定値を
記載。

観光客入込数 万人 水準型 10,324

地域の文化に誇りを感じ
る住民の割合

％ 水準型 0.0

日本遺産への協力団体
数

団体 水準型 73

関係自治体の食料品製
造業における付加価値
生産性（全国以上）

自治体 水準型

地方創生推
進交付金

2
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